On the fifth chapter of the dBu ma theg mchog by Tāranātha: the definition of the five dharmas, the three natures and dependent origination by 望月 海慧
TgrannthaのdB榔加α腕""ch"第5章「五法と三性と縁起の決択」について（望月）
Tgranathaの(IB"?"α肋ggwzc"Og第5章
「五法と三性と縁起の決択」について
望月海慧
はじめに
筆者は、 これまでTgranathaKundga'snyingpo(1575-1635)のZｿ2"
加c"Ogs"勿如7g”s，α'jdb脚加αcﾉ@e"po77zα加pαγ7@gespa(dB況加α〃Z"
mc"og)に対する研究を行い、次の論考を発表してきた。
1． qcOnthefirstChapterofthedB況加α娩幻mc加gbyTgrangtha'',
『印度学仏教学研究』58-3,2010,pp.(136)-(143).
2.｢TgranathaのdB脚加α仇""lchOg第2章「一切の所知の境の決択」
について」『インド論理学研究』1,2010,pp.313-332.
3.｢TgranathaのdB榔加α地"77ZCﾉ2m第3章「仏の心髄である法界の決
択」について」『身延山大学仏教学部紀要』11,2010'pp.1-19.
4． "OnthefourthChapterofthedB郡加α娩""c/zogbyTgranatha'',
Ac虹万be"ca"BzJdd"Ca3,2010,pp.129-154.
本稿はこれらに続くものであり、同論の第5章を考察したものである。テキ
ストの全体の概要や書誌情報などについては、これらの先行する論文を参照い
ただきたい。
第5章のテーマは、そのタイトルに示されるように、五法と三性説と縁起で
あり、前章の八識説に続いて、聡伽行唯識派の存在論が主題となっている。注
釈書は、本章を五法と三性と縁起と因縁の四項目に分類するものの、最後の項
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目は縁起から派生するものでもある!。
五法とは、五事(pancavastu)であり、相・名称・分別・真如・正智のこ
とである。それぞれ、言葉により示される様相、事物を示す言葉、言葉による
考察、正しい智慧により認識される真理、真理を認識する智慧とであり、最初
の三つが迷いの世界を構成し、後の二つが悟りの世界を構成すると言われる2．
三性とは、遍計所執性・依他起性・円成実性であり、輸伽行唯識派の存在論
の基盤となるものである。 この五事が三性説の前提になっていることは、
YWcamb"""zjにおいて述べられている3．
縁起については、注釈書に「遍計性と依他起性は縁起そのものである」と述
べられているように、縁起説が三性説に由来することが述べられている。縁起
とは依存関係を示す仏教的存在論を説く基本的な教義であり、本論では十二支
縁起の解説に重点が置かれている。縁起の補足として因果関係が説かれ、アビ
ダルマ論書に説かれる六因・四縁・五果が言及される。すなわち、能作因・倶
有因・同類因・相応因・遍行因・異熟因、因縁・等無間縁・所縁縁・増上縁、
異熟果・等流果・離繋果・士用果・増上果である。注釈書はAbhidha777z"-
肋“極"たαを引用するものの、詳細についてはAsangaのAb"趣加"72α‐
sα抑"CCuWに言及する。
第5章の構成
前稿と同じように、Tgranathaの弟子であるYeshesrgyamtsho(16!h/
17!hcent.)による注釈書Tﾉ'"wzc"四s〃〃畑7ggaspa'j助況加αche"”、α加
pαγ〃"spa'jmα加bs/@adzifz67fSdb"p""Ogsjggspαに基づいて第5章の構
成をまとめると次のようになる‘。
1 タイトルには因縁の語は含まれず、本論が依存関係の解説で終わっていることから
も、この項目は縁起に含まれるとみなすべきである。
2横山2010,p.247.
3五法と三性の関係については、舟橋1972,勝呂2009,pp.621-681を参照。
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1五法を説いたもの
1．1五法の性質［1-85］
1．2区別
1.2.1相
1.2.1.1自性の相［9-11］
1.2.1.2影像の相［12-14］
1.2.26名称と分別の区別
1.2.2.1名称の区別［15-17］
1.2.2.2分別の区別［18-22］
1.2.3有無の区別［23-28］
1.2.4一異の区別［29-42］
1.2.5二諦の分別［43-46］
1.2.6適時の法の言葉の解説[47-50]
2三性の解説
2．1簡略に説いたもの［51-59］
2．2詳細な解説7
2.2.1聖教による論証
2.2.1.1Maitreyaの聖教[60-83=MSA11.38-41,MV1.5,3.3]
4ただし前稿で指摘したように、注釈書には各項目の詳細や見出し番号を欠いている
部分もあり、科文などの分類は華者の解釈が含まれている。それ故に、ターラナー
タから注釈者、そして本稿兼者と二段階の解釈が加わったものであり、あくまでも
内容解析の一事例を提示するにすぎない。
5この番号は、テキストをパーダで数えたものである（ただし偶を外れた引用の導入
部分を数えていない)。第3章までのテキスト校訂では、偶頌で数えていたのだが、
4パーダで区切れないものが多くあるため、前章の研究よりパーダで数えることに
した。
6注釈書において、五事のうち区別の項目があげられているのは最初の三事のみであ
り、残りの二事の区別の語はみられない。代わりに、第3番目から第6番目までの
見出し語があり、そこでは五事が主題別に解説されている。
7注釈は「四つの項目」とするものの各項目をあげておらず、以下の解において第二
の「区別」は確認できるものの、第三と第四の数字を確認できないので、2.2.3と2.2.4
および2.3は推定でしかない。
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2.2.1.2Ngg凰加naの聖教[84-89=S"s""zbα他極""61cd-62]
2.2.1.3Vasubandhuの聖教[90-97TW"@Si極極7？極20-21]
2.2.2区別
2.2.2.1自体の区別
2.2.2.1.1遍計所執性［98-104］
2.2.2.1.2依他起性［105-109］
2.2.2.1.3円成実性[110-115=MS2.27,MV3.1cd,116-119]
2.2.2.2補足[120-132]
2.2.2.2.1円成実性[133-143,144-147=LAS2.186]
2.2.2.2.2遍計所執性[148-151=MSA11.17,152-160]
2.2.2.2.3依他起性[161-171]
2.2.3三性の有無の区別［172-179］
2.2.4特徴の基盤に入る在り方[180-195]
2．3意味をまとめたもの[196-199=MSA14.34,200-211=MS]
3縁起の解説
3．1結合の在り方の略説［212-215］
3．2縁起の区別の詳細な解説
3.2.1縁起の原語［216-219］
3.2.2縁起の区別
3.2.2.1三の区別
3.2.2.1.1本質の区別［220-221］
3.2.2.1.2美しいものと美しくないものとの区別［222］
3.2.2.1.3領受をともなう縁起［223］
3.2.2.2八の区別［224-231］
3.2.2.3十二の区別
3.2.2.3.1四相の区別の解説［232-234］
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3.2.2.3.1.1一時的な縁起［235-236］
3.2.2.3.1.1.1二生における十二支縁起[237-240]
3.2.2.3.1.1.2三生における十二支縁起［241-244］
3.2.2.3.1.2刹那の十二支縁起［245］
3.2.2.3.1.3関係をもつ十二支縁起［246-248］
3.2.2.3.2十二縁起の詳細な解説
3.2.2.3.2.1一般的在り方の解説‘
3.2.2.3.2.2典籍の意味
3.2.2.3.2.2.1MaitreyaのMndh”"”りめ""[249-256=MV1.10-11]
3.2.2.3.2.2.2Vasubandhuの乃""WSα加脚ゆα“"額肋"[257-276]
3.2.2.4縁起の意味のまとめ，［277-280］
3.2.3縁起の真実
3.2.3.1無我の真実性［281-284］
3.2.3.2内部の真実性［285-301］
3.2.3.3無自性の真実性［302-321］
4因縁の設定
4．1因縁の設定自体
4.1.1まとめて説いたもの［322］
4.1.2詳細な解説
4.1.2.1六因の解説［323-353］
4.1.2.2四縁の解説［354-365］
4.1.2.3五果の解説［366-373］
4．2依存関係の意味の考察［374-382］
十二支縁起の各項目の解説部分であるが、この項目に相当する本偶は存在しない。
注釈書では、シノプシスの項目として設定されていないが、ここに設ける。
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第5章の内容
これらの解析に基づいて内容を簡略にまとめると次のようになる。
1五法については、1．1五法の性質について、相は言説一般、名称は名前、
分別は心心所、真如は聖者の知の行境、真実知は三昧と後得と略説され［1-8]，
続いて1.2区別が述べられる。ただし、五事の区別は、1.2.1相が自性と影像'0
に［9-14]、1.2.2名称が六種に［15-17]、分別が三種に［18-22］区別される
ものの、その後は1.2.3有無の区別［23-28]、1.2.4一異の区別［29-42]、1.2.5
二諦の分別'![43-46]と、五事の各項目の細分化ではなく、主題により五事を
区別する内容となり、 1.2.6法の言葉の解説[47-50]として五事が結ばれてい
る。
2三性説は、2．1簡略に言説により名付けられた遍計所執性と因縁から生じ
た識別の依他起性と道理を成立させる円成実性として述べられ［51-59]、2．2
詳細な解説では、 2.2.1教証としてMaitreyaのMn"""as〃麺Jam極、と
Mndﾉ2""""b""[60-83]、N豆g豆加naのS瓦"Smmbam極減極[84-89]、
Vasubandhuの7""2Si価極"k画が引用される。2.2.2区別は、2.2.2.1三性そ
のものの区別とその補足が説明される。2.2.2.1三性自体については、遍計所
執性は我と所取・能取と相依の三分、名付けられる基盤と名付ける分別との二
分に［98-104]、依他起性は雑染と清浄の二分[105-109]、円成実性はA"上z九”
α'2asα"Zgma"と、Mad"”宛如りめ"風gnV3.11cdが引用され[110-115]，無変
化と不顛倒に二分される［116-119]。2.2.2.2補足としてはその区別された三
性は異なるものではなく、遍計所執性は名付けられた部分であり、依他起性は
名付ける対象であり、円成実性はそれぞれの法性などとされる[120-132]・続
10注釈書は、ここでCandrakirtiのMnα"”77,種"α虹ra6.125a-cを引用する。Cf・de
laVall6ePoussinl977,p.243,小川1976,p.262.
11YMcarab""zi,Tib.P.111 61,4 7-5.4;Chin.Vol.30p.696b.
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く2.2.2.2区別の異門については、円成実性は自性と清浄に区別され、それぞ
れ滅諦と道諦と設定され［133-143]、Lα力極りα極ms""a2.186が引用される
[144-147]。2.2.2.2.2遍計所執性につては、10の分別を説くMa"""as"tmlC-
m極qll.17を引用し[148-151]、その根本はアーラヤ識とする''[152-160]｡
2.2.2.2.3依他起性については、11識'3に基づいて説明されている[161-171]。
最後に、2.2.3三性の有無の区別が湖面に映る太陽等の噛例により［172-179]、
2.2.4特徴の基盤に入る在り方が瓶の顕現の喰例により述べられ[180-195]、
2.3意味のまとめ14として、MaitreyaのMndﾉz""奴加6ﾉiM'5[196-200]、
AsangaのMn""〃αSα"2"n"α[201-211]が引用される。
3縁起の解説について、3．1結合の在り方の略説は、三性説との関係を述べ
たものであり、遍計所執性と依他起性が縁起であり、その関係が起こされるも
のと起こすもの、設定されるものと設定するものとされる [212-215]｡3．2詳
細な解説は、3.2.1縁起の原語[216-219]からはじまり、3.2.2縁起の三種類
の区別が続く。3.2.2.1三種の区別は三乗によるものであり、3.2.2.1.1本質の
区別として菩薩たちに対して説かれたアーラヤ識から変化したもの[220-221]，
二乗の者に対して説かれた美しいものと美しくないものとの区別としての十二
縁起［222]、3.2.2.1.3声聞たちに対して説かれた領受をともなう縁起で六識
の生滅によるものである［223]。3.2.2.2八種の区別［224-231］は、領受によ
る識が生じる縁起、死生の雑染の縁起、収種物に例えられる外の縁起、生住滅
として顕現する器世間の縁起、四食による縁起'6、業により導かれる善趣と悪
12Ma/zaga"asa"1gm/ia2.20.長尾1982,pp.342-346.
13MMa"α”"αsamgm/m2．2に説かれるll種の表象で、(1)身体、(2)有身、(3)食者、
（4）享受対象、 （5）識、 （6）時、 （7）数、 （8）場所、 （9）単語、 (10)自他の区別、
（11）趣とである。長尾1982,pp.275-281,竹村1995,pp.79-81を参照。
14ただし、注釈書には「まとめの意味」の項目は見当たらず、三性を三空性と設定す
ることとして引用文の解説が始まっているだけである。以下に項目設定のない、「3.2.
2.4縁起の意味のまとめ」が存在することから、混乱が生じている可能性がある。
15注釈書は、「三空性」の典拠として『五百頌般若経』を引用する。
16注釈書は、AbhidhamzakoSaha流極3.39-40abを引用する。四食から始まる縁起支
については、平川1988,pp.409-410を参照。
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趣の区別の縁起、五道による浄化の区別の縁起、六神通のどの威力の区別の縁
起'7とである。3.2.2.3十二支縁起の区別については、3.2.2.3.1四相の区別と
して、刹那、関係をもつもの、一時的なもの、相続を断じるものであり、後の
二項は異門とされ、本偶では三相とされる[232-234]｡各項目の説明は順序が
入れ替わり、3.2.2.3.1.1一時的な縁起［235-236］は、3.2.2.3.1.1.1欲界の二
生における十二支縁起[237-240]と3.2.2.3.1.1.2欲界の三生における十二支
縁起［241-246］との十二支を転生の回数により分類されている18｡3.2.2.3.1.2
刹那の十二支縁起［245］は行為を完成させることであり、注釈書は殺生によ
り説明し、3.2.2.3.1.3関係をもつ十二支縁起［246-248］は、因果関係により
説明されている。3.2.2.3.2十二縁起の詳細な解説のうち、3.2.2.3.2.1一般的
在り方の解説は十二支縁起の各項目に対する解説部分であるが、注釈書のみに
より言及されるものであり、対応する本偶は存在しない。3.2.2.3.2.2典籍の意
味として、3.2.2.3.2.2.1MaitreyaのMn""""りめha"[249-256]､3.2.2.3.2.2.2
Vasuhnndhuの乃"""Sam〃幼亙datﾉ"""[257-276]が引用され、縁起の
意味がまとめられている［277-280]。3.2.3縁起の真実性については、3.2.3.1
無我の真実性［281-284］を注釈書は無常・苦・空・無我により解説し、3.2.3.2
内部の真実性[285-301]を、客塵なもの、煩悩の顕現によるもの、微塵の識
別によるもの、根の識別によるもの、生じた識別によるものとの五項目により
解説し、3.2.3.3無自性の真実性［302-321］を二諦説に基づいて解説する胸。
4因縁の設定のうち、4．1因縁の設定そのものについて、4.1.1まとめて説
いたものを六因・四縁・五果"とし［322]，4.1.2詳細な解説を、4.1.2.1六因
17注釈書は、Mﾛﾉza"Ptas""aJα沈極m7.1を引用する。
18注釈書は、ここでそれぞれA6h忽"'7'2αたりSα極'洗面3.37と3.20cdを引用する。
19注釈書は、Abﾉz湿加7派“α腕"CmWに説かれる、自・他・両者・無因からの自性不
成立としての縁起の甚深なる意味に言及し、 これによりAsangaの縁起観は
N目g豆加､aのものと相違しないと主張する。またタントラ文献の縁起観として、
Ⅳ屈加asα噸gf〃を引用する。Cf､早島2003,pp.234-235.
20注釈書は、六因についてはAbﾉ､湿加"7”幼きα極流極2.49を、四縁については
M〃ね瓶αd九”瓶α”極7fml.2abcを引用する。
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の解説の各項目の異門［323-326］を並べた後に、相応因［327-329]、倶有因
[330-336]、遍行因[337-339]、随順因[340-341]、異熟因[342-343]、能作因
[344-352］が解説される。このうち最後のものは実例が列挙され、注釈書は
Abhidbafwz"sa加況CCaguの20の区別に言及する21｡4.1.2.2四縁は、因縁[353-
355]、所縁縁［356-357]、増上縁［358]、等無間縁［359-365］と解説され、
ここでも増上縁について注釈書はAb"虹加"“sα加況“α”の4の区別に言及
する唾。4.1.2.3五果は、離繋果［366-368]，増上果［369]，士用果[370]、等
流果［371］において述べられ、すべての原因を二種とし［372-372]、注釈書
はAb"趣"αWaSam狸CCnWを引用する。4.2依存関係の意味の考察[373-382]
においては、縁起の成立条件が述べられている。
まとめ
本章においては、五事・三性・縁起がそれぞれ密接に関係するものとして説
かれている。いずれもが職伽行唯識派の基本的な教義であり、それらが大中観
の立場で論じられている。すなわち、第3章において如来蔵思想を説いた
N豆gg'junaに帰される文献が必要であったのと同様に、本章においても三性
説を説く彼の文献が必要となるのである。それが彼に帰されるSaliS"ntba"t-
α7汰画であり、Tgrangthaはここにおいても三性説が説かれるが故にその著者
性を疑うというのではなく、それを自らの学説に積極的に利用することを試み
ている。
縁起説については、N豆g豆加naのM"jawzadﾉ2"加α他脆"極に説かれる相
依性、あるいはそれにより無自性を論証するよりも、十二因縁による存在論を
説くものとして解説されている。それがアビダルマの六因・四縁・五果に展開
したのも必然であるように思える。ただし〃"Jamαd"加加α”極?f”の第1章
21早島2003,pp.246-249.
22早島2003,pp.276-277.ただしここでは9項目があげられている。
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における四縁の否定については、都合が悪いのか、言及されていない。
以上のことから、本章においては輸伽行唯識派の三性説・縁起説が説かれて
おり、それを中観も許容するものであるという論理で大中観の学説が展開して
いる。またそのような論法は前章と同様である。
dB""α肋”mc"”第5章和訳
大乗通において五法が説かれていることに関して、声と意の動きの自性
である言説の場所の一般が相である。そこで名前の一般的語が名称と述べ
られている。 ［1-4］
心と心所の諸法が分別である。真如は言説の領域を越え、聖者の知恵だ
けの行境である。真実知は三昧と後得の二つである。 ［5-8］
習気が顕現する種々なる影像の特徴と遍計されたものが「相」と言われ、
自性と影像が相である｡ [9-11]
分別と無分別、明瞭と不明瞭から特徴をもつものと特徴を.もたないもの
との二つとして認められる。そのように五法自身の区別により五つである。
[12-14］
事物の名称と、そのように関係する名称と、まとめたものと、異なるも
のと、知られているものと、知られていないものとで、名称の区別を六つ
にまとめていないものはない。 ［15-17］
分別の区別は無限でも、特徴から生じたものと特徴がない分別や、煩悩
をともなうものと煩悩をともなわないものや、境に入るものと求めるもの
と、それぞれを考察する三つの分別にまとめられるo [18-22]
分別と知恵は実体として存在し、名称は名付けられることが存在し、相
もだいたい同じである。真如は勝義において存在するものである。後の二
23注釈書は大乗経典として、Lα力極りα〃7nS"mとG"α7za"""jias"mに言及する。前
者の五法説については、菅沼1970,1971を参照。
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つは勝義諦で、相応する勝義のみに存在し、他の三つは世俗のみに存在す
るものとして成立する。 ［23-28］
名称と相は同一なもので、異なるものではない。真如と四法も［別なも
のと］述べられることはない。分別の行境の特徴が相であり、名称の言説
は存在することの特徴である。 ［29-32］
相を境に作るものが分別である。後の二つも境と境をもつものとを特徴
とする。相の大部分と名称は遍計であり、分別と智は依他起性をもつ。真
如は変化のない円成実である。 ［33-37］
相は設定された四諦の部分で、名称は苦諦のみによりまとめられ、滅諦
以外の三つによるものが分別で、設定されない四諦によるものが真如で、
すべてを把握する道諦が真実智である。 ［38-42］
所取と能取は［それぞれ名称と相の］二つと［分別と真実智の］二つと、
勝義の［真如］一つである。最初の二つは世俗のみであり、第三は世俗諦
自身と解説される。最後の二つは勝義の事物の異門である。 ［43-46］
「法」と言う意味は法を理解することで、「[五］事」とも言われており、
特徴の基体や、所依のすべての所知もこの五つで、「五法」と名付けられ
ている。 [47-50]
すべての特徴の基体に三性が入っている。すなわち、言説により名付け
られた設定された部分の遍計で、自らの因縁から生じた識別が依他起で、
道理を最初に成立させたものが円成実である。 ［51-54］
普く設定する意識が分別で、他のものが習気で、その力からアーラヤ
[識］が識別をともなって顕現する。最初の意味は法性のみで、関係する
在り方によりすべてに開かれるであろう。 ［55-59］
尊者による偶頌が、
例えば言説の通りの意味と想の相と、その習気と、それからの顕現
するものが遍計性である。 [60-63=MSA11.38]
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名称と意味の通りに意味と名称として顕現するものは真実ではなく、
分別と相が遍計性である。 [64-67=MSA11.39]
三種と三種の顕現をもつものが、能取と所取の特徴で、真実ではな
い分別が依他起性である。 [68-71=MSAll.40]
無と有であるものと、有と無との平等性と、不寂静と寂静と無分別
が円成実性である2ｲ。[72-75=MSA11.41]
「遍計と依他起と円成実性でもある。対象であるから、非真実の分
別であるから、二つのものが存在しないから」と解説されている25。
[76-79=MV1.5]
本質は三種で、常に存在しないものと、存在するが真実ではないも
のと、存在と非存在が真実であるものとで、本質は三種と認められ
る鰯。 [80-83=MV3.3]
ナーガールジュナも［『稲竿経注』に]、
外の行為となす原因、それは仮設された自体である。
そのように依他が内の五識を生じさせる。仮設されたものではない
ので勝義が円成実と認められている27。［84-89］
軌範師ヴァスバンドゥにより ［『唯識三十頌』に］解説される。
それぞれの分別によりそれぞれの事物が考察される。それが遍計の
本質であり、それは存在しない。 ［90-93］
依他起の本質は分別で、縁から生じたものである。円成実はそれに
先行する。常に無となるものである28。［94-97］
その遍計は三種である。すなわち、特徴の断と異門と相依とである。我
24宇井1961,pp.220-222.
25長尾1976,p､224.
26長尾1976,pp.266-267.
27長谷川1984,pp・15-16;同1991,pp.83-85
28荒牧1976,pp・158-162.
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と、所取・能取と、東西などのように。 ［98-100］
名付けられるすべての基盤を分別する相と、名付ける分別の区別として
も認められ、本質と特殊の遍計の二つであり、名付けるものの区別により
無限に区別される。 ［101-104］
種子の依他起と雑染と、清浄の本質として成立していない依他起とであ
る。また不浄と浄の二つの世間の二つである。『入梼伽経』に六種の区別
が説かれている"。十一の識別釦はこの区別になる。 [105-109]
聖者［アサンガ］により ［『摂大乗論』に］説かれている。
その清浄は、自性と無垢と道と所縁である。清浄なる諸法は四種に
まとめられている3'｡[110-113]
尊者［マイトレーヤ］によっても［『中辺分別論』に]、
変化がないことと不顛倒であることで、円成実は二種である32。
[114-115=MV3.11cd]
最初の二つは、ある場合にそこに行く人の様相による区別の一つの本質
であり、後の二つは随順するものと認められる。依他起そのものの場合も、
その対治となる。 ［116-119］
その三性自身は異なるものではない。遍計は名付けられた部分であり、
依他起は名付ける対象であり、円成実はそれぞれの法性である。法をもつ
ものと法性との在り方で存在し、有と無により一であることは否定される
ので、二つと円成実とは一でも異でもない。 ［120-125］
考察するならば、依他起は遍計にまとめられるので、二性になっている。
依他起の顕現部分は遍計で、迷乱の顕現は不可思議である。 ［126-129］
顕現の基体の心も一切種子で、それぞれの法性に至るそれもそうである。
29Lα宛極り""us"m2．195(=10.309).安井1976,p.118
30MMa"""asα"zgmha2.2.長尾1982,pp､275-277.
31長尾1982,p.364.
32長尾1976,p､277.
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遍計は存在しないので、所取と能取の戯論を離れている。 ［130-132］
九つの円成実と16空鋤と自性の円成実と清浄な円成実とが、減と道の区
別により明らかに設定されている。 ［133-135］
まず依他起は顕現部分を離れず、それが存在すればそれがあり、それが
減すればそれも減する。水晶の青を打ち負かすことで水晶が減するように、
その時に法性だけが残るにすぎない。 ［136-139］
対象に顕現する部分とは異なる顕現は存在しない。依他起においては自
性の堅固性が離れており、その自性の在り方で円成実が存在しており、相
であるものは遍計の在り方である。 ［140-143］
経典［『入梼伽経』］にも、
遍計のこの事物が依他起であることも真実で、遍計の種々なる顕現
が「依他起」と考察される卿。 [144-147=LAS2.186=10.298]
尊者［マイトレーヤ］により ［『大乗荘厳経論』に］解説されている。
勝者の子たちにより、無と有、増益と損減の分別、一と異、同一性
と差別の分別､名称と意味のようなものに執着する分別は正しく捨て
られるべきである35｡[148-151=MSA11.77]
その十が散乱させる分別で、根本の分別はアーラヤ識である識。特徴と
特徴の顕現である所取と能取の識別が特徴になるもので、利益と損害と老
などと楽苦などで、その二つを制御することで顕現するものが分別である。
［152-156］
在り方ではない分別は非法を聞いてからで、在り方の通りによく説かれ
た法を聞くことに追随する。両者も他者が説いた分別である。明らかな執
着の分別は、昏沈した見解である。 ［157-160］
33注釈書は、最初の二項目については「二諦の章において出てくる」とする。
34安井1976,p.117.
35宇井1961,p.250.
36Cf.Ma""7@asa"1gm"α2.20.長尾1982,pp､342-346.
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身体と身体をもつものは識別と五根で、食者の意と、享受の六境と、享
受に入るその識から、時と、数と、村などの境と、単語の識別が明らかに
述べられる習気に変化し、 ［161-165］
自他の顕現の識別が我見から、善趣と悪趣の死と生の識別が存在する支
分は種子から生じたものなので、すべてが識別そのものである。識別のみ
が顕現し、領受されることで成立している。それ故に世俗諦の在り方とし
て存在する。 ［166-171］
例えば清浄な湖に太陽と月などの影像の多くの相が現れるならば、それ
と水に区別はないけれども、水は存在するが、影像は存在しない顕現のよ
うに。 ［172-175］
影像と同じものが遍計の法であり、唯識が水と同じで、世俗諦自身に関
してである。勝義においてそれらはいかなるものも存在しない。 ［176‐
179］
瓶として顕現する時に、瓶の部分は遍計自身であり、識の顕現のみが依
他起で、その二つは迷乱である。それぞれの後の知恵が円成実である。
[180-183］
食欲と鎭患の顕現部分と、その識別と、その等しい味の戯論を離れたも
のとが三［性］で、道性は依他起で、その分別と法性の把握が他の二つと
知られる。 ［184-187］
声と分別の顕現の法身は遍計で、その相を把握する心は依他起で、それ
に似た自体が円成実であり、この識別がすべての所知に合わされるべきで
ある。 ［188-191］
しかも言葉を混ぜることにより得られるものは無限に述べられるよ
うな大過失の設定は捨てられ、それ故にすべての特徴の基体に合わさ
れる37。［192-195］
尊者によっても、
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非存在の空性を知り、同じように存在の空性と自性の空性を知れば、
「空性を知る」と言われる詔。 [196-199=MSA14.34]
聖者と軌範師によっても［『摂大乗論』に]，
例えば顕現はその通りに存在しない。それ故に「存在しない」と述
べられている。何故ならばそのように顕現するならば、それ故に「存
在する」と述べられている。 [200-203]
自身と我そのものは存在しないので、自体として存在しないので、
把握される通りにそれは存在しないので、本質そのものは存在しない
ものと認められている。 [204-207]
本質そのものは三種であるが、本質そのものが存在しない三種に依っ
てから、一切諸法は無自性と説かれている釣。 ［208-211］
遍計と依他起は縁起そのものと述べられている。それは二つで、起こさ
れるものと起こすものと、設定されるものと設定するものとに関する縁起
である。最初のものは依他起で、二番目が遍計である。 ［212-215］
縁起の意味は、結合してから生じることで、「積集に依ってから置かれ、
生じた」と言われる。また前のものに依って後のものに関係する。これは
起こされるものと起こすもののみで、 ［216-219］
本質を区別する縁起はすべての法がアーラヤ識から変化したものである。
美しいものと美しくないものとを区別するものが十二であり、領受をとも
なうものが六つの積集に入る在り方である。 ［220-223］
識が生じることと、死と生と、収穫物などの外の区別と、消滅と破壊な
どの器の縁起と、四食により養うことと"、行くことの二相として、 ［224‐
227］
37この偶は先行する偶と異なり7音節からなるため、本偶ではない可能性がある。
38宇井1961,p.306.
39長尾1982,p.383.
40注釈書はAbh”んα7771α肋Sα極冗八画3.39-40abを引用する。Cf.山口1955,pp.322-324
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業により導かれる望むものと望まないものとの行くこととである。浄化
の区別は五道により解脱を成立させることである。威力の区別は神通など
で41、この八つも関係をともなう縁起である。［228-231］
死と生の十二支であり、そこでも刹那と、関係をもつものと、一時的で
相続を断じるものとの三つとして認められる。一時的なものも生は二つと
三つである。 ［232-234］
縁起をそれぞれ完成する在り方はそれぞれで、捨と成の四つをともなう
一度の因果は、この二度の生で、他のものはこれと交わらない。種子を植
えることと育てることの分別のために説かれているのが、三世において完
成する二度の因果である42｡[235-240]
捨と成に区別なく交わって、三種の愚かさを退ける側ためにこれも説か
れており、一世でも完成がある。順序が乱れたならば、支を完成すること
に矛盾する。 ［241-244］
刹那は一つの刹那において円満で、関係をもつものもそれに似た相続と
認められている。またそれぞれの支が刹那において、次第に結合するとい
う解説も適切に明らかである。 ［245-248］
尊者によっても説かれている。
妨げられるから、植えるから、導くから、普く取るから、完成させ
るから、三つの断があるから、享受するから、集めるから、 ［249-252
=MV1.10]]
結合するから、明らかになるから、苦であるから、有情は煩悩を
［作る]。三種、二種も雑染で、七種"は非真実の分別から45｡[253-256
=MV1.1]
1を引用する。Cf.宇井1961,p.1 2.
37を引用する。Cf.山口1955,p.314.
20abを引用する。Cf.山口1955,p.155
???? ?????? ??????
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規範師［ヴァスバンドゥ］によっても［『縁起経釈46』に］解説される。
何により、どのように、何が引かれ、それを成立させても、そこで
も苦悩であるものが十二支により説かれている。 [257-260]
二支により、一により、四種と二により、一により、一により、一
により、七義として明らかに説かれている。 ［261-264］
諦を如実に知らないので、業により心に薫習されるので、四支が次
第に引かれてその種子が成長するので、 ［265-268］
引かれた通りの生の受により生じた愛から取が生じるので、その業
の薫習が明らかになり、 ［269-272］
成立したものが生であり、それにも老などが苦悩である。何故なら
ば諦を見れば引かれることなく47,愛を離れれば、生じることはない
から組｡ [273-276]
そこで因縁の区別をまとめたものだけを知れば、縁起の意味を確実に得
るであろう。何故ならば不動と無常の力をもってから、諸事物の生滅をな
すから。 [277-280]
作者の慧と主などの常と時などの無力な相応しない原因が捨てられるの
で、勝者による因縁果の区別と、縁起の多くの相が明らかに説かれている。
［281-284］
一切の縁起は人工的な客塵のものである。煙の識別と火の知覚から生じ
たものと、煩悩の顕現により業の識別を起こしたものが、それから生じた
44注釈によると、無明と愛と取の三つが煩悩の雑染で、行と有の二つが業の雑染で、
残りの七つが生の雑染であるとし、AMidhammkoSα極7汰〃3.26abとN豆g囿加na
の乃迩郷WaSα加誕ゆ"""?tin""減価2abcを引用する。Cf.山口1955,p.177,瓜生津
1974,p.357,梶山2010,p・182.
45長尾1976,pp.228-230.
46松田pp.45-46.
47注釈書はA6"湿地77"α肋Sα極"ﾙα5.44abを引用する。Cf.小谷2007,p.199.
48注釈書は、「ここで生が苦で、愛と言われるものが広大な集で、減が解脱で、その道
を得ることが八聖道である」と言うナーガールジュナの偶を引用する。
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識別を起こすのである。 ［285-288］
微細の識別から粗大の顕現が生じ、根の識別と色の識別と意の動きから
識の生起などである｡ [289-291]
生じるその識別から生が識別され、存在するその識別から減の識別が、
それから滅したという顕現が識別される。三時の顕現も真実の事物として
存在しない。 ［292-295］
習気を一つ育てたそれから顕現が生じ、その顕現も一つの習気を育む。
種子を育むことと識別の二相が相互にそれぞれ助長して、育成と識別が連
続して生じる。これらは世俗の場所の究極の方便である。 ［296-301］
その識別も夢の認識のように、最初から存在すると領受されなくても、
顕現が減しない。夢の火からの燃焼として顕現するように、有と無、常と
断をすべて越えている。 [302-305]
それが勝義に入る在り方であるが、世俗諦の次第の一つと認められる。
勝義において縁起は決して存在しない。そこでは因果と設定とを離れてい
る｡ [306-309]
縁起であるから、無我を識別するから、法無我に明らかに入っている。
葱の相続とアーラヤ識に我と衆生が法として誤って生じる。 [310-313]
それらの縁起は世俗の縁起で、それぞれの識別は無我で、勝義に入り、
それに似た法界はそれぞれの顕現の影像をもつそれは勝義のみの縁起であ
る。 ［314-317］
それに似た縁起は法性で、その勝義の依って生じるものではない。何れ
からも生じず、依存せず、変化せず、戯論を離れ、常住であるから。 ［318‐
321］
「六因と四縁と五果」と知られており、能作因と自性因であり、倶有は
助伴で、随順が相応因で、増長が同類であり、遍行が障碍で、異熟が適合
妥当である。 ［322-326］
（19）
TarangthaのdB拠加α的""ch"第5章「五法と三性と縁起の決択」について（望月）
相応［因］は心と心所の原因で、所縁と境と相が一つであるものがそれ
であるので49、必要の力であり、倶有にまとめられている。［327-329］
これに内外の二つがあり、特徴そのものと特徴の基体とが、心と心所な
どの如くである釦。それも地の微細の最初の刹那のそれが水火風の三つの
第二の倶有因である。 [330-333]
そのように相互にそれぞれ合わされるべきである。しかも事物である結
果が事物である原因を妨げることはできない。同時に生じる場合の顕現も
そうである。 ［334-336］
遍行は煩悩から煩悩が生じ5'、項目である種と地などは確定せず、これ
も同類の中にほとんど収められている。それは随順因で、善などから善が、
地に類似したものから52類似したものが起こされると認められる。［337‐
341］
随順しないで善と不善から無記が生じることになるそれは異熟因であ
る53．能作因は効力なしに成立するものではないので、行為をともなうも
のが能作因である。 ［342-345］
結果が生じ、育て、依存され、存在し、変化し、関係し、作り、証因で、
結果を得て、投げ、成立させ、中断させ、古くし、消滅させ、確定させ、
不確定させるなど副で、まとめればすべての因が能作因でもあっても、人
による行為が別に前のものから区別されている。 ［346-352］
すべての因縁はアーラヤ識で、倶有などの五因が因と認められる。近取
因は確実にここでは認められる。 ［353-355］
残りは倶有縁である。所縁縁は見るものと知覚対象であって、「増上」
49Cf.A6向湿地777mたりSα2.53cd.桜部1969,pp.368-369
50Cf・Ab"idha7wα幼Sa2.50cd.桜部1969,p.355.
51Cf・Ab"‘ha"7tα幼Sa2.54ab.桜部1969,pp.370-371
52Cf・Ab"dhammmSa2.52a.桜部1969,pp.359-360.
53Cf.AMiMhamzα伽Sa2.54cd.桜部1969,p,371.
54Cf.Abj@iwza777zasa加脚CCagn,早島2003,pp､346-349.
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と言われるものは所依で、能作因にまとめられる5sb[356-358]
等無間縁は自らと同じ原因に一つの直後のものと認められ、これと所縁
縁は把握する法としてであり、他には縁は二つである。 ［359-361］
等無間縁は機会を開く行為をもち、或は境に向かうと認められ、前の如
くならば、色などにも存在することになり、把握する部分すべてにも縁の
基本論として確定しない。 ［362-365］
存在するものに関して、離繋を起こす原因は存在しない。考察された減
が雛繋果そのものであり、世俗である。勝義は離繋そのものであり、結果
と名付けられる。増上果は境であり、異熟は相続によりまとめられている。
[366-369］
所作の原因の門から生じたものが士用果で、等流果は「同類因」と言わ
れる。第一のものと述べられるものにより一辺のみではない。すべての因
は確実に二つにまとめられる57。［370-373］
原因から生じたならば、それに依ることになる。設定されるものは相互
に依存するので、設定されるものが減して、それだけから本質が依存する
ことは成立しない。二つの山はお互い［の本質］に依存することがないよ
うに。 ［374-378］
「右の設定をなすものは左である」と言われ、右の設定は左の設定に依
ることになるが、事物に依るのではない。それ故に関係の第一のものが起
こされるものと述べられている。 ［379-382］
う「五法と三性と縁起を決定する」第五章。と言う
55Cf.Abﾉ2麺加、zα幼きα2.62d.桜部1969,p.397.
56Tib.gzhi.注釈書は「四縁(rkyenbzhi)」と読む。
57注釈書は、雑染の原因であるアーラヤ識周辺のすべての習気をもつものと、浄化の
原因である無漏の種子とする。
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